




要約:先天性難聴と後天性難聴のいずれにおいても、補聴器の役に立たない例がわからず

存在する。従来、このような例は指文字、手話、ロ話がコミュニケーションの手段であっ

た。しかし、最近では人工内耳手術が聞発され、そのような例でも聴覚活用の可能な道が

できた。5 才で完全に失聴し、言語の崩壊した例に人工内耳手術を行い再ぴ言語を取り戻

した 1例を報告する。


